
　　　　　　　　　大学奪還学生行動　１０．１２

先週の議論～「もっともっと中枢に悪い奴はいる」

社会全体の情勢を把握した上で、大学奪還の行動をしよう！

１０月６日に申し入れを大学当局に出してきました。また今日から藤洋作追放！再稼動阻止！で全学投票も始めています。

それぞれ報告を。（○○くん）（□□くん）

情勢

世界

○ＥＵ大手銀行デクシアの事実上の破綻

○ギリシャ次回融資に合意。構造改革促進を要請＝３者合同調査団

日本

○ＡＰＥＣ首脳会議に向け、ＴＰＰ参加議論が本格化

○経済産業大臣「消費税増税１７パーセントも」

○野田政権原発再稼動に前向き。

○東海村長、東海第二原発の廃炉を要望

○横浜でストロンチウム検出

○動労水戸ストライキ。放射能汚染された列車の搬入拒否闘争。

○福島県立医科大学から甲状腺検査始まる

安全より安心の時代。無理やり納得させられる感じ。

今は大恐慌の時代。経済のために、実際に原発再稼動、農業切捨て、増税、非正規職化の動きが活発化している。

これを実際に止めるためにはそれぞれの職場、キャンパスで具体的に行動するしかない！

大学

まず第一に大学の学問に責任を取る闘争体制をつくること。１０．１７の京大キャンパス集会に人を集めて徹底討論しよう！全学的な議論にまで発展すれば、大学の決定も変えることが出来る。

第二にその立場で、今決定権を持っている大学当局を追及する実力闘争にたつこと。

資本の運動にからめとられた大学は学問も自治もかなぐり捨てている。

１０・２１の福島現地闘争は時代を牽引する闘いだ！

１０月１日の闘争で僕らがつかんだ感覚、責任感を絶対に忘れてはならない。９月１９日の反原発６万人の心に響く内容。もちろん学生にも。勝てる闘いだ！

そして、最も大事なことは、日本さらには世界中で責任を取っている人民との連帯である。

本当に政治の中枢を倒し、労働者、学生が世界を手に入れるには、世界中に労働組合、学生自治会を雨後の竹の子のように作り出す必要がある。

「反原発・反失業」１１月労働者総決起集会はそのためのもの。自分たちの集会として勝ち取ろう！

議論を。

報告

京大正門前にテントが立ちました。

ウォール街での労働者の反乱にならい、ＯＣＣＵＰＹテントと呼んでいます。

大学奪還の議論の場として活用しよう。

方針

①１０月１７日の京大集会へ集まろう！
福島で子どもたちを放射能から守る活動をしている市民と連帯しよう。

②１０月２１日の福島現地闘争に行こう！
福島で放射能は安全ＰＲをしている山下俊一アドバイザーらを学生の力で追い出そう！

③１１月労働者総決起集会に学生の隊列で押し寄せよう！

世界中の人民と連帯する、自分たちの集会だ！絶対成功させよう！
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